
~私の任地編～ 

 今回は派遣先である Lawra（ロウラ）を紹介！！！！（図中の☆がロウラ） 

Lawraは Upperwest（アッパーウエスト）州に属し、首

都Accra(アクラ)から北東約 750キロに位置しています。

ガーナの 3大貧困州のひとつとされている UW州では現

在、ＪＩＣＡ（Japan International Cooperation Agency）

の住民健康改善プロジェクトが実施されており、協力

隊員や日本から派遣されている専門家、大使館が協力

して地域レベル、郡レベル、州レベルと様々な角度か

らアプローチされています。 

 気候は南部の熱帯気候とは異なり、サバンナ気候。

4～9月雨季、10～3月乾季となり、２，３月が一年の

中で一番暑い時期になります。乾季はハマターンと呼

ばれるサハラ砂漠の砂が風にのってやってきます。雨

季の間に育った草木たちに覆われていた大地も乾季

の間は茶色の大地に変わります。吹く風もまるでドラ

イヤーを浴びているような熱さ、洗濯物は１時間で完全に

乾いてしまうくらい乾燥しています。 

北部に入るとイスラム教徒のモスクをよく見かけるよ

うになります。ガーナではキリスト教徒が大半ですが、キ

リスト教徒とイスラム教徒がお互いの宗教を尊重し合っ

て生活をしています。 

 

青年海外協力隊 22年度 1次隊 理数科教師 

ガーナ共和国 衛藤さき 

 

～Lawra Senior Secondary School（ロウラ高等学校）～ 

時間割 

５：００ 起床 

６：３０ 朝礼（祈り＆国歌斉唱＆諸連絡） 

７：００ １コマ目 

７：４０ ２コマ目 

８：２０ ３コマ目 

９：００ 朝食休憩 

９：５０ ４コマ目 

１０：３０ ５コマ目 

１１：１０ ６コマ目 

１１：５０ ７コマ目 

１２：３０ 小休憩 

１２：４０ ８コマ目 

１３：２０ ９コマ目 

１４：００  昼食 

休憩 草刈り 先生のお手伝い 勉強

など 

１８：００ 夕食 

１９：００ 勉強（＆祈り） 

２１：３０ 帰寮 

２２：００ 消灯 

ほとんどの教科が 2 コマ続けて行われるため、一教科 80 分授業で行われています。 

キリスト教の学校のため、朝や晩にお祈りの時間があります。しかし、イスラム教徒の先生や

生徒もいるため、敷地内にはイスラム教徒がお祈りできる建物も敷地内にあります。 


